
監督員　　技師 津山　拓郎

単価使用年月 令和7年7月

排委第12号

河 川 水 路

徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

位 置

業 務 名

業 務 理 由

徳島市内一円（７３排水機場）

路 線 名 業 務
種 別

令和
7

年度 業務日数

業 務 費

業 務 概 要

契約日の翌日から　
令和8年3月24日まで

測量業務

業務箇所　Ｎ＝７３箇所

　排水機場　Ｎ＝７３施設

　　　排水区域100ha以上：４施設

　　　　　　　100ha未満：６９施設

　本業務は、排水機場の資料を収集・整理し、各種設備及び機器等を調査し、

排水機場の台帳の作成を委託するもの。

市
単

課 長 課 長 補 佐 係 長 設 計 検 算

1115029
線



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

総 括 表

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

業務費

1 式
業務委託料

1 式
測量業務02

1 式
合計

徳島市

1



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

業 務 委 託 料 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

測量業務02

1 式
直接測量費

1 式
直接測量費(積上)

1 式
打合せ(測量業務)

中間打合せ 1回
1 業務 委 1 号

資料収集整理
７３施設

1 業務 委 2 号
現地踏査

排水区域100ha以上
4 施設 委 3 号

現地踏査
排水区域100ha未満

69 施設 委 4 号
台帳作成

排水区域100ha以上
4 施設 委 5 号

台帳作成
排水区域100ha未満

69 施設 委 6 号
報告書作成

1 業務 委 7 号
直接経費

1 式
旅費交通費(安全費対象外)

1 式

徳島市

2



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

業 務 委 託 料 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

ライトバン運転
２時間／日使用

日
安全費(率計上分)

1 式
直接測量費計

1 式
測量諸経費

1 式
業務価格

1 式
消費税等相当額

1 式
合計

徳島市

3



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

【 第 1 号 委託単価表 】

打合せ(測量業務) 中間打合せ 1回 1     業務 当り

名      称   ・   規      格 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

業務着手時

1 回 委 8 号
中間打合せ

1 回 委 9 号
成果物納入時

1 回 委 10 号
計

単位当たり

徳島市

4



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

【 第 2 号 委託単価表 】

資料収集整理 ７３施設 1     業務 当り

名      称   ・   規      格 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

測量技師

人
測量技師補

人
測量助手

人
測量補助員

人
計

単位当たり

徳島市

5



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

【 第 3 号 委託単価表 】

現地踏査 排水区域100ha以上 1     施設 当り

名      称   ・   規      格 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

測量技師補

人
測量助手

人
測量補助員

人
計

単位当たり

徳島市

6



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

【 第 4 号 委託単価表 】

現地踏査 排水区域100ha未満 1     施設 当り

名      称   ・   規      格 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

測量技師補

人
測量助手

人
測量補助員

人
計

単位当たり

徳島市

7



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

【 第 5 号 委託単価表 】

台帳作成 排水区域100ha以上 1     施設 当り

名      称   ・   規      格 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

測量技師

人
測量技師補

人
測量助手

人
測量補助員

人
計

単位当たり

徳島市

8



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

【 第 6 号 委託単価表 】

台帳作成 排水区域100ha未満 1     施設 当り

名      称   ・   規      格 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

測量技師補

人
測量助手

人
測量補助員

人
計

単位当たり

徳島市

9



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

【 第 7 号 委託単価表 】

報告書作成 1     業務 当り

名      称   ・   規      格 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

測量主任技師

人
測量技師

人
測量技師補

人
計

単位当たり

徳島市

10



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

【 第 8 号 委託単価表 】

業務着手時 1     回 当り

名      称   ・   規      格 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

測量主任技師

人
測量技師

人
計

単位当たり

徳島市

11



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

【 第 9 号 委託単価表 】

中間打合せ 1     回 当り

名      称   ・   規      格 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

測量主任技師

人
測量技師補

人
計

単位当たり

徳島市

12



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務

【 第 10 号 委託単価表 】

成果物納入時 1     回 当り

名      称   ・   規      格 数 量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

測量主任技師

人
測量技師

人
計

単位当たり

徳島市

13



徳島市一般排水機場 位置図

2,29

48
46

49

47

23

40
41

42
43

38
39

36
44

50
3

37
35

21
12

11
10

20

19 18
22

24

45

17

16
15

14

513

6

65

30

55

3156

59 3258
6033

34
57

51
52

53
54

61

63

64

62
66

4

71

69

70 73

67

1

2726 257
8 9 28

72

68

番号 機場名

1 丈六排水機場

2 大岡川排水機場

3 大堤排水機場

4 川北排水機場

5 寺島川排水機場

6 新町橋排水機場

7 北出来島排水機場

8 出来島第一排水機場

9 出来島第二排水機場

10 中徳島第一排水機場

11 中徳島第二排水機場

12 新蔵排水機場

13 両国橋排水機場

14 万代第一排水機場

15 万代第三排水機場

16 万代第四排水機場

17 昭和東排水機場

18 福島住宅前排水機場

19 桜の馬場排水機場

20 住吉橋南排水機場

21 南福島排水機場

22 東照寺裏排水機場

23 城東排水機場

24 住吉東排水機場

25 南前川第一排水機場

26 南前川第二排水機場

27 南前川第三排水機場

28 南常三島排水機場

29 大岡川第二排水機場

30 加門林排水機場

31 上助任蛭子排水機場

32 下助任四丁目排水機場

33 北佐古排水機場

34 北佐古第二排水機場

35 末広西排水機場

36 末広東排水機場

37 大工島排水機場

38 末広住宅第一排水機場

39 末広住宅第二排水機場

40 沖洲橋南排水機場

41 沖洲橋北排水機場

42 南沖洲第一排水機場

43 南沖洲第二排水機場

44 南沖洲第三排水機場

45 南沖洲第四排水機場

46 北沖洲排水機場

47 市立高校前排水機場

48 金沢排水機場

49 金沢西排水機場

50 中折排水機場

51 新浜住宅排水機場

52 新浜仮排水機場

53 津田与茂田排水機場

54 西新浜排水機場

55 北田宮排水機場

56 北田宮第二排水機場

57 南田宮第一排水機場

58 南田宮第二排水機場

59 久保田排水機場

60 下の瀬排水機場

61 山城団地排水機場

62 大野排水機場

63 冷田川第二排水機場

64 南浜排水機場

65 沖浜第二排水機場

66 犬山排水機場

67 論田排水機場

68 大原排水機場

69 鶴島排水機場

70 鈴江南排水機場

71 久木排水機場

72 今切川排水機場

73 下別宮西排水機場

排水区域100ha以上

排水区域100ha未満



排水機場一覧

Ｎｏ． 名称 代表住所（徳島市以下を表記）

1 丈六排水機場 丈六町丈領

2 大岡川排水機場 東吉野町3丁目26番地

3 大堤排水機場 南沖洲四丁目4番

4 川北排水機場 上八万町川北

5 寺島川排水機場 中州町１丁目

6 新町橋排水機場 南内町３丁目

7 北出来島排水機場 北出来島町１丁目

8 出来島第一排水機場 徳島町城内

9 出来島第二排水機場 徳島町城内

10 中徳島第一排水機場 昭和町8丁目

11 中徳島第二排水機場 南沖洲一丁目6番

12 新蔵排水機場 南沖洲四丁目4番

13 両国橋排水機場 金沢一丁目5番

14 万代第一排水機場 万代町５丁目

15 万代第三排水機場 万代町７丁目

16 万代第四排水機場 昭和町8丁目

17 昭和東排水機場 昭和町8丁目

18 福島住宅前排水機場 福島一丁目

19 桜の馬場排水機場 福島一丁目196

20 住吉橋南排水機場 福島一丁目

21 南福島排水機場 福島一丁目

22 東照寺裏排水機場 福島二丁目

23 城東排水機場 安宅三丁目    

24 住吉東排水機場 城東町二丁目75番地2先

25 南前川第一排水機場 南前川町２丁目

26 南前川第二排水機場 南前川町２丁目

27 南前川第三排水機場 南前川町３丁目

28 南常三島排水機場 南常三島町2丁目

29 大岡川第二排水機場 北常三島町３丁目

30 加門林排水機場 上吉野町3丁目

31 上助任蛭子排水機場 上助任町蛭子

32 下助任四丁目排水機場 下助任町4丁目

33 北佐古排水機場 北佐古一番町

34 北佐古第二排水機場 北佐古二番町

35 末広西排水機場 末広一丁目290番地先

36 末広東排水機場 末広五丁目37-5

37 大工島排水機場 末広一丁目

38 末広住宅第一排水機場 末広四丁目

39 末広住宅第二排水機場 末広四丁目

40 沖洲橋南排水機場 南沖洲一丁目

（別紙１）



41 沖洲橋北排水機場 北沖洲一丁目7番
42 南沖洲第一排水機場 南沖洲一丁目
43 南沖洲第二排水機場 南沖洲一丁目6番
44 南沖洲第三排水機場 南沖洲一丁目
45 南沖洲第四排水機場 南沖洲五丁目
46 北沖洲排水機場 北沖洲二丁目
47 市立高校前排水機場 北沖洲１丁目
48 金沢排水機場 金沢二丁目
49 金沢西排水機場 金沢一丁目5番
50 中折排水機場 南沖洲二丁目
51 新浜住宅排水機場 新浜町１丁目
52 新浜仮排水機場 新浜町１丁目
53 津田与茂田排水機場 津田町４丁目
54 西新浜排水機場 西新浜町1丁目5番
55 北田宮排水機場 北田宮１丁目
56 北田宮第二排水機場 北田宮１丁目
57 南田宮第一排水機場 南田宮三丁目
58 南田宮第二排水機場 南田宮一丁目
59 久保田排水機場 南田宮一丁目
60 下の瀬排水機場 南田宮二丁目
61 山城団地排水機場 山城町東浜傍示
62 大野排水機場 八万町大野
63 冷田川第二排水機場 八万町沖須賀
64 南浜排水機場 沖浜３丁目
65 沖浜第二排水機場 沖浜町北畑
66 犬山排水機場 八万町犬山
67 論田排水機場 論田町中開
68 大原排水機場 大原町中須
69 鶴島排水機場 川内町宮島本浦
70 鈴江南排水機場 川内町鈴江
71 久木排水機場 川内町榎瀬
72 今切川排水機場 川内町加賀須野
73 下別宮西排水機場 川内町下別宮西259-4



徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務 仕様書 

 

１ 件名 

徳島市一般排水機場調査及び台帳作成業務 

 

２ 業務の目的 

 本業務は、本仕様書に基づいて、徳島市河川水路課が管理する排水機場の資料を収

集・整理し、各種設備及び機器等を調査し、台帳の作成を委託するもの。 

 

３ 契約期間 

契約日の翌日から令和８年３月２４日まで 

 

４ 業務対象箇所 

  徳島市内一円 ７３機場（別紙１及び施設位置図のとおり） 

   排水区域100ha以上：４施設 

   排水区域100ha未満：６９施設 

 

５ 業務内容 

  本業務受注事業者は以下の業務を行うものとする。 

（１）打合せ協議 

業務着手時、中間時（１回）、納品時の計３回の打合せを予定している。ただ

し、別途追加が必要な場合は協議により決定する。 

（２）資料収集 

各種設備及び機器等の仕様、過去の点検、整備記録及び事故・故障の履歴等の

必要な資料の収集・整理を行う。 

（３）現地踏査 

現地踏査を行い、建屋等の屋外施設及び排水機場の各種設備、機器等の調査を

行う。 

（４）台帳作成 

施設台帳を作成する。設備の更新等に合わせて主要な仕様等の内容、実施した

点検、整備等の履歴、事故・故障及びその他の措置の履歴について、その記録を

記載する。 

（５）報告書作成 

本業務の内容をとりまとめ報告書を作成する。 

    

６ 受注者の責務 

   受注者は、契約の履行に当たって調査等の意図及び目的を十分に理解したうえで調査

等に適用すべき諸基準に適合し、所定の成果を満足するような技術を十分に発揮しなけ



ればならない。 

 

７ 業務の着手 

   受注者は、特記仕様書に定めがある場合を除き、契約締結後７日以内（土曜日、日曜

日、祝日等（行政機関の休日に関する法律（昭和６３年法律第９１号）第１条に規定す

る行政機関の休日（以下「休日等」という。））を除く）に本業務に着手しなければな

らない。この場合において、着手とは管理技術者が測量業務の実施のため業務担当者と

の打合せを行うことをいう。 

 

８ 配置技術者要件 

管理技術者は、下記の内容に則したものとする。 

（１）管理技術者は業務の技術上の管理を行い、業務の管理及び統轄を行うほか、一切

の権限（業務委託料の変更、履行期間の変更、業務委託料の請求及び受領、契約

解除に係る権限を除く。）を有するものとし、技術士（総合技術管理部門、建設

部門又は上下水道部門：下水道）の資格を有する者であること。 

（２）管理技術者は、照査技術者が実施する照査結果の確認を行うものとする。 

 

９ 打合せ 

（１）本業務を適正かつ円滑に実施するため、管理技術者と業務担当者は常に密接な連

絡をとり、業務の方針及び条件等の疑義を正すものとし、その内容についてはそ

の都度受注者が書面（打合せ記録簿）に記録し、相互に確認しなければならな

い。なお、連絡は積極的に電子メール等を活用し、電子メールで確認した内容に

ついては、必要に応じて書面（打合せ記録簿）を作成するものとする。 

（２）本業務着手時及び設計図書で定める業務の区切りにおいて、管理技術者と業務担

当者は打合せを行うものとし、その結果について受注者が打合せ記録簿に記録し

相互に確認しなければならない。 

（３）受注者は、支給材料について、その受払状況を登録した帳簿を備え付け、常にそ

の残高を明らかにしておかなくてはならない。また、受注者は、業務完了時（完

了前であっても工程上支給品の精算が行えるものについてはその時点）には支給

品精算書を業務担当者に提出しなければならない。 

（４）管理技術者は、仕様書に定めのない事項について疑義が生じた場合は、速やかに

業務担当者と協議するものとする。 

 

 

９ 資料の貸与及び返却 

（１）業務担当者は、設計図書に定める図書及びその他関係資料を、受注者に貸与する

ものとする。 

（２）受注者は、貸与された図面及び関係資料等の必要がなくなった場合は直ちに業務

担当者に返却するものとする。 



（３）受注者は、貸与された図書及びその他関係資料を丁寧に扱い、損傷してはならな

い。万一、損傷した場合には、受注者の責任と費用負担において修復するものと

する。 

（４）受注者は、設計図書に定める守秘義務が求められる資料については複写してはな

らない。 

 

１０ 契約変更 

（１）徳島市は、次の各号に掲げる場合において、本業務契約の変更を行うものとす

る。 

ア 業務内容の変更により契約金額に変更を生じる場合 

イ 履行期間の変更を行う場合 

ウ 業務担当者と受注者が協議し、本業務施行上必要があると認められる場合 

エ 契約書第３１条の規定に基づき契約金額の変更に代える設計図書の変更を行

う場合 

（２）徳島市は、前項の場合において、変更する契約図書を次の各号に基づき作成する

ものとする。 

ア 第２０条の規定に基づき業務担当者が受注者に指示した事項 

イ 本業務の一時中止に伴う増加費用及び履行期間の変更等決定済の事項 

ウ その他徳島市と受注者との協議で決定された事項 

 

１１ 履行期間の変更 

（１）徳島市は、受注者に対して本業務の変更の指示を行う場合において履行期間変更

協議の対象であるか否かを合わせて事前に通知しなければならない。 

（２）徳島市は、履行期間変更協議の対象であると確認された事項及び業務の一時中止

を指示した事項であっても、残履行期間及び残業務量等から履行期間の変更が必

要でないと判断した場合は、履行期間の変更を行わない旨の協議に代えることが

できるものとする。 

（３）受注者は、契約書第２３条の規定に基づき、履行期間の延長が必要と判断した場

合には、履行期間の延長理由、必要とする延長日数の算定根拠、変更工程表その

他必要な資料を徳島市に提出しなければならない。 

（４）契約書第２５条に基づき、徳島市の請求により履行期間を短縮した場合には、受

注者は、速やかに業務工程表を修正し提出しなければならない。 

 

 

１２ 提出書類 

  受注者は本業務にあたって、次の書類を提出するもの。 

（１）委託業務開始届 

（２）業務予定表 

（３）管理技術者届 



（４）照査技術者届 

（５）職務分担届 

（６）委託業務完了届 

（７）照査報告書 

（８）納品書 

（９）成果報告書 

（１０） 請求書１ 

なお、書類記載の事項について変更しようとするときは、その都度承諾を受けるもの

とする。 

 

１３ 費用の負担 

   本業務の検査等に伴う必要な費用は、本仕様書に明記がないものであっても、原則と

して受注者の負担とする。 

 

１４ 成果物の提出 

（１）受注者は、本業務が完了したときは、設計図書に示す成果物を業務完了報告書と

ともに提出し、検査を受けるものとする。成果報告品は下記のものを提出するも

の。 

ア 成果報告書Ａ４判 ２部 

イ 打合せ記録簿４判 ２部 

ウ 電子成果品  １式 

（２）受注者は、設計図書に定めがある場合、又は業務担当者の指示する場合は履行期

間途中においても、成果物の部分引き渡しを行うものとする。 

（３）受注者は、成果物において使用する計量単位は、国際単位系（ＳＩ）とする。 

（４）受注者は、測量成果電子納品要領（案）（国土交通省・令和３年３月）（以下

「要領」という。）に基づいて作成した電子データ及びチューブファイル等に製

本された印刷物として提出するものとする。 

（５）設計図面はＣＡＤソフトを用いて作成することとし、電子記録簿媒体（ＣＤ等）

内での保存形式は受注者使用ソフトの形式に加えてｓｆｃ及びｂｆｏの形式と

し、これにＰＤＦ形式を加えること。図面の様式については、業務担当者の指示

に従うこと。 

（６）電子記録簿媒体（ＣＤ等）内には、成果全てのＰＤＦとオリジナルデータの双方

を保存すること。 

 

１５ 検査 

（１）受注者は、契約書第３３条第１項の規定に基づき、業務完了報告書を徳島市に提

出する際には、契約図書により義務付けられた資料の整備がすべて完了し、業務

担当者に提出していなければならない。 

（２）受注者は、検査に必要な書類及び資料等を整備するとともに、屋外で行う検査に



おいては、必要な人員及び機材を準備し、提供しなければならない。この場合、

検査に要する費用は受注者の負担とする。 

（３）検査員は、業務担当者及び管理技術者の立会の上、次の各号に掲げる検査を行う

ものとする。 

ア 業務成果物の検査 

イ 業務管理状況の検査 

本業務の状況について、書類、記録及び写真等により検査を行う。 

なお、電子納品の検査時の対応については「電子納品運用ガイドライン（案）

【測量編】（国土交通省・令和６年３月）」に基づくものとする。 

 

１６ 修補 

（１）受注者は、修補は速やかに行わなければならない。 

（２）検査員は、修補の必要があると認めた場合には、受注者に対して期限を定めて修

補を指示することができるものとする。 

（３）検査員が修補の指示をした場合において、修補の完了の確認は検査員の指示に従

うものとする。 

（４）検査員が指示した期間内に修補が完了しなかった場合には、徳島市は、契約書の

規定に基づき検査の結果を受注者に通知するものとする。 

 

１７ 関係官公庁等との協議 

（１）受注者は、業務の実施に当たって、発注者が行う関係官公庁等への手続きの際に

協力しなければならない。また、受注者は業務を実施するため、関係官公庁等に

対する諸手続きが必要な場合は、速やかに行うものする。 

（２）受注者が官公庁等から交渉を受けたときは、遅延なくその旨を業務担当者に報告

し協議するものとする。 

 

１８ 証明書の交付 

   本業務の実施にあたって必要な証明書及び申請書の交付は、受注者の申請によるとす

る。 

 

１９ 疑義の解釈 

   本仕様書に定める事項について疑義が生じた場合、又は本仕様書に定めのない事項

は、発注者と受注者の協議により、疑義の解消を図るものとする。 

 

２０ 関連法令及び条例の遵守 

   受注者は、本業務の実施にあたり、関連する関係書法令及び条例等を遵守しなければ

ならない。 

 

 



２１ 守秘義務 

（１）受注者は、契約書第１条第5項の規定により、業務の実施過程で知り得た秘密を第

三者に漏らしてはならない。 

（２）受注者は、本業務の結果（業務処理の過程において得られた記録等を含む）を第

三者に閲覧させ、複写させ、又は譲渡してはならない。ただし、あらかじめ徳島

市の書面による承諾を得たときはこの限りではない。 

（３）受注者は、本業務に関して徳島市から貸与された情報、その他知り得た情報を当

該業務の終了後においても第三者に漏らしてはならない。 

（４）取り扱う情報は、アクセス制限、パスワード管理等により適切に管理するととも

に、当該業務のみに使用し、他の目的には使用しないこと。また、徳島市の許可

なく複製・転送等しないこと。 

（５）受注者は、本業務完了時に、業務の実施に必要な貸与資料（書面、電子媒体）に

ついて、徳島市への返却若しくは消去又は破棄を確実に行うこと。 

（６）受注者は、本業務の遂行において貸与された徳島市の情報の外部への漏洩若しく 

は目的外利用が認められ又そのおそれがある場合には、これを速やかに徳島市に

報告するものとする。 

（７）受注者は、本業務の処理上知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。 

 

１９ 安全の確保等 

（１）受注者は、屋外で行う測量業務の実施に際しては、測量業務関係者だけでなく、

付近住民、通行者、通行車両等の第三者の安全確保のため、次の各号に掲げる事

項を遵守しなければならない。 

ア 受注者は「土木工事安全施工技術指針」（国土交通省大臣官房技術調査課令

和４年２月）を参考にして常に測量の安全に留意し現場管理を行い災害の防

止を図らなければならない。 

イ 受注者は、測量業務現場に別途測量業務又は工事等が行われる場合は相互協

調して業務を遂行しなければならない。 

ウ 受注者は、測量業務実施中施設等の管理者の許可なくして、流水及び水陸交

通の妨害、公衆の迷惑となるような行為、作業をしてはならない。 

（２）受注者は、特記仕様書に定めがある場合には所轄警察署、道路管理者、鉄道事業

者、河川管理者、労働基準監督署等の関係者及び関係機関と緊密な連絡を取り、

測量業務実施中の安全を確保しなければならない。 

（３）受注者は、屋外で行う測量業務の実施に当たり、事故等が発生しないよう使用人

等に安全教育の徹底を図り、指導、監督に努めなければならない。 

（４）受注者は、屋外で行う測量業務の実施にあたっては安全の確保に努めるととも

に、労働安全衛生法等関係法令に基づく措置を講じておくものとする。 

（５）受注者は、屋外で行う測量業務の実施にあたり、災害予防のため、次の各号に掲

げる事項を厳守しなければならない。 

ア 受注者は、建設工事公衆災害防止対策要綱（国土交通省告示第４９６号令和



元年９月２日）を遵守して災害の防止に努めなければならない。 

イ 外で行う測量業務に伴い伐採した立木等を野焼きしてはならない。なお、処

分する場合は関係法令を遵守するとともに、関係官公署の指導に従い必要な

措置を講じなければならない。 

ウ 受注者は、喫煙等の場所を指定し、指定場所以外での火気の使用を禁止しな

ければならない。 

エ 受注者は、ガソリン、塗料等の可燃物を使用する必要がある場合には、周辺

に火気の使用を禁止する旨の標示を行い、周辺の整理に努めなければならな

い。 

カ 受注者は、測量業務現場に関係者以外の立ち入りを禁止する場合は、仮囲

い、ロープ等により囲うとともに立ち入り禁止の標示をしなければならな

い。 

（６）受注者は、爆発物等の危険物を使用する必要がある場合には、関係法令を遵守す

るとともに、関係官公署の指導に従い、爆発等の防止の措置を講じなければなら

ない。 

（７）受注者は、屋外で行う測量業務の実施にあたっては豪雨、豪雪、出水、地震、落

雷等の自然災害に対して、常に被害を最小限にくい止めるための防災体制を確立

しておかなければならない。災害発生時においては第三者及び使用人等の安全確

保に努めなければならない。 

（８）受注者は、屋外で行う測量業務実施中に事故等が発生した場合は、直ちに業務担

当者に報告するとともに、業務担当者が指示する様式により事故報告書を速やか

に業務担当者に提出し、業務担当者から指示がある場合にはその指示に従わなけ

ればならない。 

 

２０ 履行報告 

   受注者は、契約書第１６条の規定に基づき、履行状況報告を作成し、徳島市に提出し

なければならない。 

 

２１ 行政情報流出防止対策の強化 

（１）受注者は、本業務の履行に関する全ての行政情報について適切な流出防止対策を

とらなければならない。 

（２）受注者は、以下の業務における行政情報流出防止対策の基本的事項を遵守しなけ

ればならない。 

（関係法令等の遵守） 

ア 行政情報の取り扱いについては、関係法令を遵守するほか、本規定及び徳島

市の指示する事項を遵守するものとする。 

（行政情報の目的外使用の禁止） 

イ 受注者は、徳島市の許可無く本業務の履行に関して取り扱う行政情報を本業

務の目的以外に使用してはならない。 



（社員等に対する指導） 

ウ 受注者は、受注者の社員、短時間特別社員、特別臨時作業員、臨時雇い、嘱

託及び派遣労働者並びに取締役、相談役及び顧問、その他全ての従業員（以

下「社員等」という。）に対し行政情報の流出防止対策について、周知徹底

を図るものとする。 

（ア）受注者は、社員等の退職後においても行政情報の流出防止対策を徹

底させるものとする。 

（イ）受注者は、徳島市が再委託を認めた業務について再委託をする場合

には、再委託先業者に対し本規定に準じた行政情報の流出防止対策

に関する確認・指導を行うこと。 

（契約終了時等における行政情報の返却） 

エ 受注者は、本業務の履行に関し徳島市から提供を受けた行政情報（徳島市の

許可を得て複製した行政情報を含む。以下同じ。）については、本業務の実

施完了後又は本業務の実施途中において徳島市から返還を求められた場合、

速やかに直接徳島市に返却するものとする。本業務の実施において付加、変

更、作成した行政情報についても同様とする。 

（電子情報の管理体制の確保） 

オ 受注者は、電子情報を適正に管理し、かつ、責務を負う者（以下「情報管理

責任者」という。）を選任及び配置し、第５条で示す業務計画書に記載する

ものとする。 

カ 受注者は次の事項に関する電子情報の管理体制を確保しなければならない。 

（ア） 本業務で使用するパソコン等のハード及びソフトに関するセキュリテ

ィ対策 

（イ）電子情報の保存等に関するセキュリティ対策 

（ウ）電子情報を移送する際のセキュリティ対策 

（電子情報の取り扱いに関するセキュリティの確保) 

キ 受注者は、本業務の実施に際し、情報流出の原因につながる以下の行為をし

てはならない。 

（ア）情報管理責任者が使用することを認めたパソコン以外の使用 

（イ）セキュリティ対策の施されていないパソコンの使用 

（ウ）セキュリティ対策を施さない形式での重要情報の保存 

（エ）セキュリティ機能のない電磁的記録媒体を使用した重要情報の移送 

（オ）情報管理責任者の許可を得ない重要情報の移送 

（事故の発生時の措置） 

ク 受注者は、本業務の履行に関して取り扱う行政情報について何らかの事由に

より情報流出事故にあった場合には、速やかに徳島市に届け出るものとす

る。 

ケ この場合において、速やかに、事故の原因を明確にし、セキュリティ上の補

完措置をとり、事故の再発防止の措置を講ずるものとする。 



（３）徳島市は、受注者の行政情報の管理体制等について、必要に応じ、報告を求め、

検査確認を行う場合がある。 

 


